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第21回研究発表会

会長 山 崎 幸 司

本会 は発足20周 年 を迎 えるに至 ったこと,会 員数 も4,000人 を越 え ようとしているこ と等 を契 機 に,長

年親 しんで きた 日本超音波医学検査研究会の名称 を日本超音波検査学会 に改め,新 たな出発 を期 してい ま

す.

その名称変更後初 めての開催 とな ります第21回 研 究発表会 をお引 き受 けさせて頂 く事 は私 にとって身 に

余 る光栄であ ります とともに重責 を感 じて います.

今 回の研究発表会の企画 にあた り,諸 先輩方の足 跡 を継承 しつつ,か つ第21回 研 究発表会 は20と1回 目

と言 う気持 ちを込めた新 たな試 み も織 り交ぜ,さ らには21世 紀 を目前 にひか えてい ることも念頭 にお き計

画致 しま した.

メ インテーマの 「21世紀 の礎」一技師が おこなう超音波検査 とは一 は,シ ンポ ジウム ・特別 ・教育講演

の中で基本的事項 を再認識す る と同時 に,今 後の検査に必要 な最新情報 の話題 と し,超 音波検査 に携 わ る

技 師はどの様 に有 るべ きかを技術面 のみならず精神 面において も問 いか けて行 きたい と考 えています.

また今 回,一 般演題 の質的向上 を目指す ため募集方法にい くつ かの規制 を設 けま した し,地 方開催 によ

る不利 な条件等 も重な り,応 募数 はあま り期待出来 ないのではないかと覚悟 してい ましたが,プ ログラム

作成 に苦慮す るほ ど予想 に反 して多数の応募があ り,嬉 しい悲鳴 とな りま した,そ のため従来 に比 し発表

時 間を多少短縮 しなければな らな くな りま したが,質 疑応答 の時 間は従来通 りと しました.

研 究発表会 は,本 来新 たな試 みを速報的 に発表す る場 であるため内容が完壁であ ることよ りは活発 な討

論が行われ ることに意義 があ り,そ の結果修正すべ きところは修正すれ ばよい と考え ます.む しろその よ

うに注 目された演題 に対 しては,各 セ ッシ ョンの座 長か ら推薦 を頂 いた上,論 文 と して雑誌への投稿 を発

表会終了後 に依頼 しようと考 えています.

その他 には,会 初 日の夕刻 に会員相互の親睦 を図 る目的で懇親会 も新 たに企画致 しました,多 数 の ご出

席 をお願い します.

開 催時期の福 岡では 日中は汗 ばむほどの陽気の頃であ ります.ま た,会 翌 日は休 日と言 うこともあ り観

光 を兼ねて こ来福頂 ければ と思 います.

会 場 は,保 健所等 が入居す る福岡市所有の多機 能 ビルで,そ の10階 の コンサー トホールを使用 します.

収 容人員 は最大300名 で すが,予 備 として同階 に200名 収 容 の講堂 を用意 し,主 会場 の映像 と音声 を放送致

します,

会 場へ は福 岡空港 ・博多駅 からと もに地下鉄 を利 用 して頂 きます と,赤 坂駅下車後海側 に徒歩5分 の地

です.

皆 様のお越 しを心 よりお待 ち申 し上げてい ます,



第21回 研究発表会 日程
4月27日

時 間 演 題 名 演 者 座 長

12:00 開 会 の 辞

一般演題1

21-1水 中多段階運動負荷心エ コー図 真崎 玲子
21-2大 動脈弁に有意病変が認め られない大動脈弁閉鎖 竹内 伸子

不全の発生機序に関する検討
12:10-12:SC 21-3心 エ コー図法による左室一回拍出量計測に関する 種村 正 重田 裕司

検討:ド プラ法 とMモ ー ド法の比較

21-4高 血圧心における超音波組織性状 とブ ドウ糖代謝 徳島 修
との比較(FDG-PETを 用 いて〉

21-5頸 動脈波形を用いた大動脈弁狭窄症重症度の評価 岩戸 秀信

一般演題H

21-6人 間 ドックにおける頸動脈超音波検査 一 カラー 川地 俊明

ドプラの有用性一

12:50-13:22
21-7超 音波検査法による内胸動脈グラフ ト適性の評価

21-8頸 動脈超音波パルス ドプラ法における再現性の検

戸出 浩之

寺島 茂
土居 忠文

討 一検者間の測定誤差範囲に関 して一

21-9下 肢動脈における血行動態:超 音波 ドプラ法によ 谷内 亮水
る観察

一般演題 皿

2正一10特 異な超音波像を呈した乳腺の嚢胞性病変3例 宗 栄治
21-ll高 解像度超音波装置による乳房腫瘤超音波所見 高橋 絹枝

13:22-14:10
21-12乳 腺分泌癌の4例

21-13乳 腺腫瘍の良悪性鑑別における超音波パ ワー ドブ

若杉美智子

安藤美穂子
来住野 修

ラ法の有用性
21-14転 移性 リンパ節 の超音波診断 阿部 弥生
21-15類 表皮嚢胞 における超音波像の検討 高梨 昇

教育講演1
14:10-15:10 「甲状腺の臨床と超音波の貢献」 司会 山崎 幸司

岡村 建

教育講演皿
15:10-16:10 r心エ コー法の最新アメリカ情報」 司会 永江 学

吉田 清

教育講演皿
16:10-17:10 r最近 の超音波装置 をとりまく話題について」 司会 遠田 栄一

八木 晋一

18:00-20:00 懇 親 会 会場:大 手門会館



4月28日 午 前

時 間 演 題 名 演 者 座 長

一般演題IV

21-16超 音 波検査法による慢性肝疾患の長期経過観察 藤田 光広
一CLD-scoreを 用 い て 一

21-17搬 痕 肝 における腹腔鏡所見と超音波所見の対比 田中 宏治

(第一報)一 腹腔鏡的に広範囲表層性搬痕を認め

た6例 における超音波所見の検討一
9:30-10:18 西田 睦

21-18ア ニ ュラアレイプローブによる肝表面観察の有用 南里 和秀

性

21-19超 音 波パルス ドプラ法を用いた肝硬変症 における 椿 哲弥

門脈血行動態 と肝線維化マーカーの比較

21-20肝 内,肝 門部胆管癌の超音波像 増田 裕美

21-21超 音 波像 による胆石の傾向分析 中川 英樹

一般演題V

21-22嚢 胞 腎の検討 高橋 明子

21-23無 症 状の腎孟腫瘍の超音波像 八島 香代
10:18-10:50 三浦 融

21-24副 腎 における腺腫及び転移性腫瘍の超音波像 上條 敏夫

21-25特 異 なEcho像 を呈 した原発性陰嚢内硬化性脂肪 山崎 良兼

肉芽腫の3例

一般演題V【

21-26小 児胃十二指腸重複症の超音波診断 宇治橋善勝

21-27皮 下 脂肪厚および腎臓後面脂肪厚測定の有用性 に 福田 守人

10:50-11:22 付いての検討 嶋村 賢司

21-28本 院 における健診超音波検査 について 永江 学

21-29普 及 型 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー を用 い た 移 動 ス 有吉 英次

テーシ ョン超音波 ファイリングシステムの使用経

験

11:22-12:30 休 憩(評 議委員会)



4月28日 午後

時 間 演 題 名 演 者 座 長

12:30-12:50 総 会

12:50-13:DO 次回研究発表会長挨拶 諸井 中

特別講演

13:00-14:00 『超音波検査士制度のあゆみと将来の展望」 司会 増田 喜一

平田 経雄

シンポジウムr超 音波検査のスクリーニ ングと精査のあ

り方;領 域別の検討」

21-S1超 音波検査のスクリーニ ングと精査のあ り方;消 鶴岡 尚志

化器(肝 臓)

2ユーS2超 音波検査のスクリーニ ングと精査のあり方;循 水上 尚子

環器領域における検討

2ユーS3甲 状腺超音波スクリーニ ングと精査における技師 山崎 昌典

の役割 諸井 中
14:00一 一16:00

2ユーS4泌 尿 器科領域におけるスクリーニングと精査のあ 倉光 敏之 小郷美紀生

り方:腎 ・前立腺について

21-S5超 音波検査のスクリーニングと精査のあり方:卵 藤原 雅之

巣 ・子宮

21-S6表 在血管(頸 動脈)超 音波によるスクリーニング 佐藤 洋

と精密検査

21-S7整 形外科領域(肩 関節)に おける超音波検査のス 白石 周一

クリーニングと精査のあ り方

16:10 閉 会 の 辞


